
相
談
窓
口
の
設
置
を

多
田

市
内

・
庁
内
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

へ

の
行
政
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
か
。

総
務
課
長

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

に
基
づ
く

『
江
津
市
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動

計
画
』
が
あ
り
、
状
況
に
応

じ
て
対
策
を
講
じ
る
。

多
田

不
安
を
抱
え
る
市
民

へ
行
政
が
親
身
に
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
。
子
育
て

・
教

育

・
経
営

・
雇
用

・
介
護

・

障
が
い
者
福
祉
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す

る
支
援

・
補
助
を
含
む
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

総
務
課
長

感
染
症
対
応
の

た
め
、
対
面
式
の
相
談
窓
口

は
設
置
せ
ず
、
電
話
相
談
を

開
設
す
る
。
そ
の
際
、
感
染

症
や
健
康
相
談
は
、
健
康
医

療
対
策
課
が
対
応
し
、
そ
の

他
の
相
談
は
内
容
に
よ
り
総

務
課
か
ら
各
担
当
課

へ
振
り

分
け
る
。
Ｈ
Ｐ

（ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
や
市
広
報
で
も
窓
口
を

案
内
し
て
い
る
。

多
田

電
話
で
は
限
界
が
あ

る
。
例
え
ば
、
子
育
て
の
相

談
の
場
合
、
教
育
や
保
護
者

の
休
業
な
ど
、
付
随
す
る
問

題

へ
の
支
援

・
補
助
を
案
内

す
る
と
い
っ
た
部
署
横
断
的

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
３

密
回
避
は
当
然
だ
が
、
窓
口

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

現
状
で
は
、
電

話
窓
口
で
対
応
し
て
い
る
が
、

状
況
が
変
わ
れ
ば
そ
の
都
度
、

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

江
津
市
で
は
、
災
害
対
応

強
化
と
し
て
、
新
庁
舎
を
建

設
中
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た

事
態
に
も
十
分
対
応
で
き
る

体
制
の
構
築
が
必
要
で
す
。

情
報
が
足
り
な
い

多
田

「Ｈ
Ｐ
や
市
広
報
で

案
内
」
と
言
う
が
、

「な
に

を
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な

支
援
が
あ
る
の
か
、
わ
か
ら

な
い
」
と
の
声
が
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

な
い
人
も
い
る
し
、
月

一
回

の
市
広
報
で
は
情
報
が
遅
い
。

情
報
発
信
能
力
を
最
大
限
発

揮
し
、
全
市
民
に
情
報
が
行

き
届
く
取
り
組
み
を
。

総
務
課
長

防
災
行
政
無
線

・

市
広
報

・
防
災
メ
ー
ル
・
Ｈ

Ｐ
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

で
情
報
発
信
し
、
報
道
機
関

へ
も
情
報
提
供
し
て
い
る
。

感
染
予
防
に
関
す
る
チ
ラ
シ

の
配
布

・
掲
示
も
し
て
い
る
。

多
田

そ
う
は
言
っ
て
も
、

市
民
の
受
け
止
め
は
ち
が
う
。

や
り
方
を
改
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

よ
り
多
く
の
市

民

へ
伝
わ
る
よ
う
、
新
た
な

周
知
方
法
も
検
討
し
て
い
る
。

市
内
経
済
の
把
握
は
？

多
田

す
で
に
市
内
で
も
廃

業
し
た
店
舗
が
あ
る
。
経
済

状
況
を
把
握
で
き
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

３
月
19
～

31
日
に
江
津
商
工
会
議
所
が

会
員

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
ほ
か
、
５
月
７
・
８
日

に
は
商
工
観
光
課

・
江
津
商

工
会
議
所

・
桜
江
町
商
工
会

で
、
１
２
７
事
業
所

へ
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
特
に
飲
食
業

・
宿
泊
業

へ
の
影
響
が
大
き
い
。

多
田

１
２
７
事
業
所
と
言

う
が
、
市
内
に
は
１
２
０
０

事
業
所
が
あ
る
。
全
て
当
た

る
に
は
な
に
が
足
り
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

総
当
た
り

は
難
し
い
が
、
ど
の
業
種
が

困
っ
て
い
る
か
把
握
で
き
る

の
で
、
重
点
的
に
訪
問
す
る

な
ど
の
手
立
て
で
対
応
す
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

個
人
事
業
主
な
ど
か
ら
は
、

支
援
が
足
り
な
い
と
の
声
も

あ
り
、
広
く
要
望
を
把
握
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

人
員
体
制
の
強
化
を

多
田

災
害
な
ど
で
行
政
の

人
員
不
足
が
全
国
的
に
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、
江
津
市
で
も
休
日
返

上
で
対
応
し
て
い
る
が
、
市

内

・
庁
内
で
感
染
が
あ
っ
た

場
合
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
で
き

な
く
な
る
。
人
員
削
減
を
進

め
て
き
た

『人
員
管
理
計
画
』

を
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

人
事
課
長

定
員
管
理
計
画

で
は
、
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
で
き
る
人
員
態
勢
を
検

討

・
実
施
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍

へ
の
対
応
で
は
職
員
間

の
感
染
対
策
の
た
め
、
交
代

勤
務
や
分
散
勤
務
を
検
討
し

て
き
た
。
事
前
に
業
務
を
整

理
し
、
職
員
が
罹
患
し
た
場

合
の
交
代
リ
ス
ト
も
整
備
し

て
お
り
、
集
中
配
置
や
勤
務

体
制
の
見
直
し
で
対
応
す
る
。

一
時
的
に
大
量
の
動
員
が
必

要
な
場
合
は
、
総
務
省
を
経

由
し
て
、
他
自
治
体
か
ら
応

援
職
員
を
受
け
入
れ
、
人
員

不
足
を
補
完
す
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

全
国
的
に
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

他
自
治
体
の
応
援
が
受
け
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

予
算
組
み
換
え
や
基
金

活
用
で
支
援
の
充
実
を

多
田

市
独
自
の
持
続
化
応

援
金
20
万
円
な
ど
、
支
援
も

あ
る
が

「足
り
な
い
」
と
の

声
も
あ
る
。
国
民
健
康
保
険

料
の
減
免
拡
大
や
水
道
料
金

軽
減
な
ど
、
ま
だ
で
き
る
こ

と
は
あ
る
し
、
人
員
体
制
の

強
化
な
ど
も
必
要
。
予
算
の

組
み
替
え
や
基
金
の
活
用
で

支
援
の
充
実
を
。

財
政
課
長

コ
ロ
ナ
禍
対
応

が
最
優
先
で
あ
り
、
事
業
見

直
し
の
た
め
、
来
年
度
以
降

へ
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
な

も
の
は
遅
ら
せ
る
旨
の
通
知

を
職
員
に
行
っ
た
。
。

多
田

実
際
に
遅
ら
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
事
業
が
あ
る
か
。

財
政
課
長

具
体
的
に
挙
げ

ら
れ
る
事
業
は
な
い
が
、

「今
必
要
か
」
を
積
み
上
げ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
全

職
員
に
求
め
て
い
る
。

多
田

３
月
定
例
会
で
公
共

下
水
道
整
備
の
４
億
３
５
０

０
万
円
は
不
要
不
急
と
指
摘

し
た
。
こ
う
い
っ
た
も
の
を

コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
振
り
向
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
課
長

下
水
道
整
備
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
議

論
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
整

備
し
な
い
と
経
営
状
況
に
も

響
く
た
め
、
兼
ね
合
い
を
考

え
な
が
ら
検
討
す
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

国
政
で
の
税
金
の
使
い
方

に
は
、
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い

ま
す
。

「江
津
市
に
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
」
と
市
民
が

納
得

・
安
心
で
き
る
税
金
の

使
い
方
に
し
、
支
援
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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日本共産党江津市委員会

電話 ５２－２６３３
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ＮＯ．２４０７

２０２０年７月５日

森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

６
月
19
日
、
日
本
共
産
党
江
津
市
議
団
の
多
田
伸

治
市
議
が

「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
行
政
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る

行
政
の
体
制
づ
く
り
を



ま
ず
は
市
民
に
報
せ
て

森
川

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
受
け
、
国
が
国
民

健
康
保
険
料
の
減
免
措
置
を
講

じ
て
お
り
、
江
津
市
で
も
そ
れ

に
基
づ
い
て
減
免
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
の
市
民

へ
の

周
知
徹
底
が
急
が
れ
る
が
、
申

請
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

保
険
年
金
課
長

郵
送
か
窓
口

で
申
請
書
類
を
提
出
し
て
も
ら

う
。

森
川

申
請
書
の
理
由
の
欄
に

「重
篤
な
傷
病
」
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
定
義
の
も
の
か
。

保
険
年
金
課
長

１
カ
月
以
上

の
治
療
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ

る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
病
状
が
著
し
く
重

い
場
合
と
考
え
て
い
る
。

森
川

申
請
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
事
実
確
認
す
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長

死
亡
診
断
書

や
傷
病
に
つ
い
て
の
診
断
書
、

医
師
の
証
明
な
ど
で
確
認
す
る
。

減
免
の
条
件
は
？

森
川

同
じ
く
申
請
書
に
は

「事
業
収
入
の
減
少
」
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
を
指
す

の
か
。

保
険
年
金
課
長

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
外
出
や
営
業
の
自
粛
が

要
請
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
で
事

業
収
入
が
減
少
し
た
場
合
を
指

す
。

森
川

申
請
書
に
あ
る

「主
た

る
生
計
維
持
者
」
と
は
世
帯
主

の
こ
と
か
。

保
険
年
金
課
長

原
則
と
し
て

世
帯
主
を
指
す
。

森
川

「事
業
収
入
の
減
少
」

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
含
ま
れ
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長

確
定
申
告
の

区
分
で
は
、
営
業
所
得

・
農
業

所
得

・
そ
の
他
事
業
所
得
、
不

動
産
収
入

・
山
林
収
入

・
給
与

収
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

森
川

株
式
に
よ
る
収
入
は
対

象
と
な
る
か
。

保
険
年
金
課
長

株
式
の
譲
渡

・

配
当
に
よ
る
所
得
は
対
象
に
は

な
ら
な
い
。

森
川

「事
業
収
入
の
減
少
」

の
条
件
は
、
前
年
比
で
３
／
10

以
上
の
減
少
で
該
当
す
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長

そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
る

森
川

「事
業
収
入
の
減
少
」

は
、
見
込
み
で
判
断
し
て
問
題

な
い
か
。

保
険
年
金
課
長

差
し
支
え
な

い
。

森
川

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
、
国

・
県
か
ら
給
付
さ

れ
て
い
る
各
種
の
給
付
金
な
ど

は
、
事
業
収
入
に
含
ま
れ
る
か
。

保
険
年
金
課
長

含
ま
な
い
。

森
川

事
業
の
廃
止

・
失
業
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
は
、
な

に
が
必
要
か
。

保
険
年
金
課
長

廃
業
届
け
出

書
の
写
し
か
、
事
業
主
の
証
明

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

森
川

国
民
健
康
保
険
料
の
減

免
は
、
２
０
２
０
年

２
月
１
日
以
降
に
納

付
期
限
が
設
定
さ
れ

た
も
の
全
て
が
対
象

か
。

保
険
年
金
課
長

減

免
対
象
と
な
る
の
は
、

２
０
１
９
年
度
と
２

０
２
０
年
度
の
保
険
料
で
、
２

０
２
０
年
２
月
１
日
～
２
０
２

１
年
３
月
31
日
に
納
付
期
限
が

あ
る
、
も
し
く
は
引
き
落
と
し

さ
れ
る
も
の
。

森
川

電
話
で
も
減
免
に
つ
い

て
事
実
確
認
で
き
る
か
。

保
険
年
金
課
長

収
入
状
況
な

ど
の
事
実
確
認
は
、
必
要
書
類

や
写
し
を
提
出
し
て
も
ら
う
。

森
川

減
免
申
請
に
つ
い
て
寄

せ
ら
れ
た
相
談

・
質
問
を
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｑ
＆
Ａ
と

し
て
掲
載
す
る
な
ど
、
丁
寧
な

説
明
を
求
め
る
。

保
険
年
金
課
長

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

へ
の
掲
載
は
可
能
だ
が
、
長

文
の
説
明
を
掲
載
す
る
よ
り
は
、

電
話
で
説
明
し
た
い
と
考
え
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

６
月
末
時
点
で
減
免
の
申
請

は
約
30
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
対
象
者
が
減
免
制
度
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
庁
内
の
連

携
な
ど
も
必
要
で
す
。

第2407号 ご う つ 民 報 （２）

人
類
の
脅
威
と
も
言
え
る
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
こ
の
疫

病
が
社
会
の
あ
り
方
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
目

を
開
か
さ
れ
ま
し
た
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
掲
載

の
山
内

一
也
東
大
名
誉
教
授
の

記
事
に
、
ウ
イ
ル
ス
は
単
独
で

生
存
で
き
ず
、
宿
主
と
な
る
人

や
動
物
の
細
胞
に
入
り
込
む
こ

と
で
初
め
て
増
殖
で
き
、
宿
主

が
死
ね
ば
ウ
イ
ル
ス
も
死
ぬ
の

で
、
宿
主
を
渡
り
歩
く
戦
略
を

持

っ
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。

自
然
界
で
は
ウ
イ
ル
ス
と
宿
主

は
平
和
共
存
し
て
き
た
と
―
。

ウ
イ
ル
ス
は
遺
伝
子
を
他
の

生
物
に
運
ぶ
能
力
を
持

っ
て
い

て
、
人
間
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
も
ウ
イ

ル
ス
の
遺
伝
情
報
が
大
量
に
組

み
込
ま
れ
て
お
り
、
哺
乳
類
の

生
存
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。

「怖
い
ウ
イ
ル
ス
」
の
出
現

は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の
中

で
森
林
の
破
壊

・
都
市
化
に
よ

り
、
野
生
動
物
と
の
距
離
が
縮

ま
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
り
、

人
が
感
染
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
野
生
動
物
と
共
存
し
て

き
た
ウ
イ
ル
ス
が
、
新
た
な
宿

主
に
感
染
す
る
と
免
疫
に
対
抗

す
る
た
め
毒
性
を
強
化
し
、
危

険
な
存
在
に
変
身
し
て
脅
威
の

存
在
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
エ
イ
ズ
や

エ
ボ
ラ
出
血
熱
な

ど
も
同
様
で
、
原
因
は
私
た
ち

人
間
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

利
潤
第

一
の
経
済
社
会
は
、

環
境
破
壊
だ
け
で
な
く
社
会
的

矛
盾
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

コ

ロ
ナ
禍
で
政
治
や
経
済
の
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
こ
と
で
、

多
く
の
人
々
が
変
革
を
求
め
る

声
を
上
げ
始
め
て
い
ま
す
。

経
済
評
論
家
の
内
橋
克
人
さ

ん
は
、
歴
代
自
民
党
政
権
に
よ

る
新
自
由
主
義
に
基
づ
く
市
場

原
理
至
上
主
義
を
批
判
し
、

「改
革
」
の
美
名
の
も
と
で
進

め
ら
れ
て
き
た

「公
共
の
企
業

化
」
を
告
発
し
て
い
ま
す
。

本
来
、
公
共
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
ま
で
、
企
業
に
売

り
渡
し
て
儲
け
を
追
求
し
、
医

療

・
介
護

・
社
会
保
障
な
ど
を

疎
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
社
会
が
私
た
ち
の
命
と
く
ら

し
を
脅
か
し
て
お
り
、
食
料
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
国
外
に
依
存
す

る
足
腰
の
弱
い
日
本
の
実
態
に
、

不
安
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

コ

ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
私
自
身
も
痛

感
し
ま
し
た
。

社
会
が
変
わ
る
歴
史
的
分
岐

点
に
立
ち
、
そ
の
こ
と
に
気
付

い
た
多
く
の
人
と
声
を
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
上
テ
ル
子

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

コ
ロ
ナ
禍
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

２
日

２
日

30
日

29
日

26
日

二

本

木

撫

子

中

村

忠

男

佐

々

木

ヨ

シ

ヱ

花

房

房

香

多

田

勝

榮

（97
）

（91
）

（98
）

（101
）

（92
）

嘉

久

志

町

波

子

町

松

川

町

和

木

町

後

地

町

日
本
共
産
党
江
津
市
議
団
の
森
川
よ
し
ひ
で
市
議
は
、

６
月
19
日
の

一
般
質
問
で

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
制
度
の
周
知
徹
底
を


